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各大学からの質疑に対する回答 

 

 

Q. 使用する的に関して 

A. 関西学連が支給する的を使用していただいても構いませんし、部が保有している全日本

アーチェリー連盟公認の的を使用していただいても構いません。試合中においても、それぞ

れの的の混在は認めます。 

 

 

Q. 点数報告のタイミングについて 

A. 18 射を完射した時点で行って下さい。各校記録担当の方にはお手数おかけ致しますが、

その時点での男子上位 5 名、女子上位 3 名の合計点を計算したうえで、相手校と連絡する

ようにして下さい。 

 

 

Q. 予備日について 

A. 原則として、内規第 27 条に抵触する気象条件となった場合に、その代わりとして試合

を行うために設けた日ですので、レンジの都合や部内の感染状況により予備日を用いるこ

とはできません。 

 

 

Q. リーグ戦が中止になった場合の順位の決定、入れ替え戦について 

A. いつ中止になったとしても、「リーグ戦第一戦目の記録」をもとに順位をつけ、王座出場

校を決定します。また、その記録を用いて 1 部校と２部校の自動入れ替えを行います。 

 

 



Q. 要項にある「雷雨など」(p.5)とは具体的にどのような状態を指すのか 

A. 内規第 27 条を参照のこと。当該内規の中断条件のいずれかに当てはまった場合のみ、

試合の延期が認められます。当てはまるかは各校 DOS が判断して下さい。 

 

 

Q. チーム内で感染者が出た場合、試合日程の配慮はあるのか 

A. 原則として配慮はありませんので、予備日に試合を延期することも認められません。ま

た、感染者及び濃厚接触者と判断された者は出場できません。そのためにチームの人数が不

足した場合はその週の試合は不戦敗となります。次週以降の試合で編成人数を確保できた

場合は、再びリーグ戦に参加してもよいものとします。 

 

Q. 競技規則に関して 

A. 全日本アーチェリー連盟より競技規則の改定がありましたが、本リーグ戦においては従

来通りの方式で開催します。 

 


